
【写真解説】 
 
上右 ：福家師範浮身書  
 （H29 .6 .4 游泳祭  玉藻公園内堀 ） 
 
上左 ：福家師範立游  
（H27 .8 .23 第 60 回記念日本泳法  

大会各流派模範演技披露  広島市 ） 
  
下右 ：上東準師範棒抜手游  
     （ 同  上  ）  

   

  

 

 

  

  

  
 

ふ る さ と 探 訪  

テーマ：水任流の史跡めぐりと泳法見学  
 

講   師：水任流保存会、穴吹  一雄  
 

日   時：平成２９年７月２日（日）  

共 催 高  松  市  歴  史  民  俗  協  会  

    高  松  市  文  化  財  保  護  協  会  

    高  松  市  教  育  委  員  会  

文  化  財  学  習  

会  

大的場海水浴場（昭和２８年）  
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図
１ 

 

水
任
流
発
祥
地
を
寛
文
年
間
絵
図
へ
表
示 

図
２ 

 

水
任
流
発
祥
地
を
現
代
の
地
形
図
へ
表
示 

図
３ 

 

明
治
２
８
年
及
び
大
正
１
０
年
の
高
松
城
跡
か
ら 

西
浜
に
か
け
て
の
地
図 

 
 

※ 

泳
法
資
料
は
、
後
ほ
ど
大
的
場
で
配
付
い
た
し
ま
す
。 



 注連縄柱は大正９年に松平家１１代当主賴壽（よりなが） 

伯爵が寄進したもの 

一 

水
任
流
保
存
会
（
初
代
）

会
長 

松
平
賴
明
顕
彰
碑 

 
 

 
 

 
 

 
（
平
成
二
年
十
月
十
日
建
立
） 

        

ま
つ
だ
い
ら
よ
り
ひ

ろ
（

一
九
〇
九
～
一
九
九

〇
） 

 
 

高
松
松
平
家
第
十
三
代
当
主
。
昭
和
五
十

三
年
四
月
一
日
、
水
任
流
保
存
会
結
成
と
同

時
に
会
長
に
就
任
。
現
在
の
会
長
は
十
四
代

当
主
松
平
賴
武
氏
。 

    

二 

日
和
山

ひ

よ

り

や

ま

神
社 

 
 

明
暦
年
間
頃(

一
六
五
五
～
）
高
松
藩
が
お
船
蔵
を
築
い

た
と
き
掘
り
起
こ
し
た
土
砂
を
盛
り
上
げ
て
小
山
を
造
り
、

そ
こ
へ
航
海
の
守
護
神
と
い
わ
れ
る
金
毘
羅
大
権
現
（
大

物
主
命
）
を
勧
請
し
て
祀
っ
た
も
の
で
、
「
お
船
蔵
の
金

毘
羅
さ
ん
」
と
か
「
日
和
山
の
金
毘
羅
さ
ん
」
な
ど
と
称

さ
れ
庶
民
に
親
し
ま
れ
た
。
日
和
山
と
は
、
こ
の
傍
ら
に

藩
の
日
和
見
番
所
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
八
代
藩
主
松

平
賴
儀
の
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
）
初
め
て
庶
民
に
公

開
さ
れ
た
。
【
境
内
由
緒
書
よ
り
】 

か
つ
て
の
境
内
地
は
四
百
坪
も
あ
り
、
戦
前
の
夏
季
大

祭
に
は
市
内
近
郷
の
善
男
善
女
が
列
を
な
し
て
参
拝
、
そ

の
数
は
数
千
に
及
び
高
松
随
一
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

立
地
は
、
お
船
蔵
埋
立
後
、
明
治
三
十
年
に
開
業
し
た
讃
岐
鉄
道
高
松
駅
（
後
の
国
鉄
高
松
本

駅
）
北
方
で
あ
っ
た
が
、
国
鉄
用
地
拡
張
の
た
め
昭
和
三
十
二
年
八
月
現
在
地
に
遷
宮
さ
れ
た
。 

○
祭 

神 

大
物
主
命
・
大
山
咋
命
・
菅
原
道
真
・
上
筒
男
命
・
中
筒
男
命
・
底
筒
男
命 



三 

水
任
流
流
祖
之
碑 

 
 

 
 
 

 
 

（
昭
和
五
十
八
年
八
月
八
日
建
立
） 

 
 

＊
流
祖
今
泉
家
の
屋
敷
跡
の
一
部
が
敷
地
に
な
っ 

て
い
る
高
松
市
立
新
番
丁
小
学
校
正
門
北
側
に
建 

立
さ
れ
て
い
る
（
５
頁
・
７
頁
の
絵
図
参
照
） 

 
 

 
 

 

              

■ 

流
祖
今
泉
家
略
譜
（
高
松
今
泉
家
系
図
に
よ
る
） 

  
 

 
 

盛
利 

 
 

 
 

（
今
泉
宗
才
） 

 
 

 
 

常
陸
国
今
泉
家 

一 
 

盛
行 

 
 

 
 

（
今
泉
八
郎
左
衛
門
）
高
松
今
泉
家
初
代
、
水
練
初
代
師
範
「
三
百
石
大
小
姓
」 

二 
 

盛
貞 

 
 

 
 

（
今
泉
八
郎
左
衛
門
） 

三 
 

盛
増 

 
 

 
 

（
今
泉
八
郎
左
衛
門
百
助
）
水
練
三
代
師
範
、
一
六
七
〇
年
頃
は
普
請
奉
行 

四 
 

盛
照 

 
 

 
 

（
今
泉
八
郎
左
衛
門
藤
助
） 

五 
 

盛
庸 

 
 

 
 

（
今
泉
百
蔵
） 

六 
 

盛
徳 

 
 

 
 

（
今
泉
岡
八
）
…
文
化
年
間
城
下
図
（
一
八
一
〇
年
頃
）
に
屋
敷
表
示
が
あ
る
。 

七 
 

盛
昌 

 
 

 
 

（
今
泉
来
太
郎
） 

子
の
一
人 

今
泉
三
次
が
星
野
家
の
家
督
を
相
続
し
星
野
官
兵
衛
と
名
乗
る
（
水
任
流
第
七 

代
師
範
） 

― 

星
野
平
次
郎
（
水
任
流
第
八
代
師
範
）
― 

星
野
亀
太 

― 

星
野
哲
之
助 

八 
 

盛
績 

 
 

 
 

（
今
泉
権
八
）
…
弘
化
年
間
（
一
八
四
五
年
頃
）
城
下
図
に
屋
敷
表
示
が
あ
る 

が
、
三
百
石
→
百
石
に
減
扶
持
で
屋
敷
地
が
半
分
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

一
八
五
六
年
「
百
石 

御
馬
廻
番
組
」
と
あ
る
。 

一
八
六
九
年
「
第
一
砲
隊
単
砲
令
司
を
務
め
る
」
と
あ
る 

九 
 

新
吾 

 
 
 
 
 
 

警
察
官 

 
 
 
 
 
 

一
八
六
六
年
～
一
九
四
四
年 

十 
 

茂 
 
 
 
 
 
 

奈
良
県
生
ま
れ 

 
 

一
八
九
八
年
～
一
九
八
六
年 

 

 
 
 

昭
和
五
五
年
水
任
流
保
存
会
顧
問
就
任 

十
一
英
明 

 
 
 
 

大
阪
府
生
ま
れ 

 
 

一
九
二
九
年
～ 

（
現
在
高
槻
市
在
住
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
六
一
年
水
任
流
保
存
会
顧
問
就
任 

 

＊

今

泉

家

は

、

Ｍ

三

五

年

上

ノ

村

（

今

の

栗

林

～

上

之

町

）

へ

転

居

し

、

そ

の

後

奈

良

か

ら

大

阪

へ

移

っ

た

。 



 

蓮
華
寺 

日妙寺 

見性寺と塔頭 愛
宕
社 

     
 

 
 

高
松
城
下
町
屋
敷
割
図
（
部
分
） 

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵 

弘
化
年
間
（
一
八
四
五
年
頃
） 

   

弘化年間（１８４５年頃）城下図  弘化年間（１８４５年頃）城下図  

今泉権八  

新番丁小  

弘憲寺 
吉祥寺 



 

文化年間絵図（高松市歴史資料館蔵）  

四 

二
間
波
止
水
門
跡
碑 

 
 
 
 
 
 

（
平
成
十
九
年
三
月
十
二
日
建
立
） 

 

↓
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
言 

      
 

東
面
に
は
、
水
任
流
第
十
二
代
師
範
で
高
松
市
教
育
長
を
四
期
務
め
た
三
木
嘉
人
師
の
泳
ぎ

の
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 
 
 

『
高
松
に 

生
ま
れ
し
泳
ぎ 
夏
の
潮
』 

杜
雨 

 

 
 

こ
こ
に
あ
っ
た
波
止
は
、
明
治
中
期
以
降
は
「
二
間
波
止
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
前
頁
の
弘
化
年
間
絵
図
に
は
「
堀
溜
波
止
」

と
表
記
さ
れ
、
東
方
の
お
船
蔵
の
出
入
口
の
長
い
波
止
と
の
間
に

は
「
汐
泳
稽
古
場
」
の
表
記
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
遡
る
こ
と
三
十
数
年
前
の
次
頁
に
掲
載
の
文
化

年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
絵
図
（
高
松
市
歴
史
資
料
館
蔵
）
に
は
「
ク
ズ
レ
波
止
」
と
表
記
さ

れ
、
「
水
門
」
も
描
か
れ
、
水
練
を
し
て
い
た
海
域
は
「
堀
溜
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。 

     
 

左
の
文
化
年
間
絵
図
で
は
、
水
門
か
ら
南
へ
続
く
水
路
は
日
妙
寺
東
か
ら
幅
が
４
ｍ
位
に
描

か
れ
、
見
性
寺
の
総
門
を
超
え
て
西
へ
回
り
込
み
南
門
に
取
り
付
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、

単
に
排
水
の
用
だ
け
で
は
な
く
、
小
舟
を
運
行
し
荷
の
運
搬
を
す
る
た
め
の
運
河
の
役
割
も
果
た

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
編
集
子
は
推
定
し
て
い
る

。 

            

こ
の
石
碑
の
あ
た
り
に
は
、
昭
和
四
十
年
の
埋
立
ま
で
は
雨
水
等
排
水
の
水
門
が
あ
り

道
路
の
北
側
正
面
あ
た
り
で
水
門
の
両
側
へ
海
に
向
っ
て
波
止
が
築
か
れ
て
い
た 

 

幅
が
二
間
あ
っ
た
こ
と
か
ら
二
間
波
止
と
呼
ば
れ
、
毎
年
夏
、
大
的
場
海
水
浴
場
が
開

か
れ
る
と
上
に
監
視
小
屋
が
建
て
ら
れ
游
泳
者
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
た 

二間波止水門跡 

見性寺  

今泉岡八  

 

水門  

 

クズレ波止  

堀溜  

日
妙
寺  

弘憲寺  



★より道★ ～糸より姫像～ 

糸より姫は後醍醐天皇（1318～1345）の

第二皇女で南北朝の争いの渦に巻きこま

れ讃岐の西浜の地に流され、そこで地元の

青年と結ばれ６人の子供を生んだと伝えら

れている。姫は網糸をつむいだり、糸をよっ

たり、地元漁師のとってきた魚を桶に入れ

頭に載せて売り歩いて生涯を過ごしたとの

伝承により、これが「いただきさん」の語源と

いう。御霊は愛宕社に祀られている。 

      昭和４５年１０月２６日建立 

制作者  新田藤太郎  

五 

村
山
籌
子
之
碑 

 
 

 
 

 

（
平
成
八
年
八
月
四
日
建
立
） 

詩
人
で
児
童
文
学
作
家
の
村
山
籌
子
（

か

ず

こ

）

は
、

岡
内
千
金
丹
本
舗
創
業
者
岡
内
喜
三
（
元
高
松
藩
士
）

の
孫
と
し
て
明
治
三
十
六
年
南
新
町
に
生
ま
れ
、
香
川

県
立
高
松
高
等
女
学
校
を
経
て
東
京
の
自
由
学
園
に
学

び
、「
婦
人
の
友
」
の
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
モ
ダ
ン
ガ

ー
ル
で
あ
っ
た
。
一
方
、
高
女
時
代
に
は
水
泳
部
で
活

躍
し
二
学
年
で
あ
っ
た
大
正
六
年
に
は
早
く
も
香
川
県

教
育
会
高
松
市
部
会
游
泳
所
の
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
、

上
京
す
る
ま
で
の
三
年
間
は
水
任
流
泳
法
の
模
範
演
技

を
披
露
し
た
り
後
進
を
指
導
す
る
な
ど
小
先
生
（
現
在

の
水
任
流
準
教
師
）
と
し
て
活
躍
し
た
。 

 
 

上
京
後
も
、
明
治
神
宮
プ
ー
ル
や
鎌
倉
周
辺
の
海
で
泳
ぎ
を
極
め
て
い
っ
た
が
、
戦
下
で
医

療
・
栄
養
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、
昭
和
二
十
一
年
八
月
、
結
核
悪
化
で
四
十
二
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

こ
の
碑
は
、
没
後
五
十
年
に
あ
た
り
高
松
葵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
寄
贈
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。 

                    

明治３０年代と考えられる教育会游泳所（堀溜）の様子   

中央やや右に突出しているのが二間波止。手前の大勢泳いでい
るのが堀溜游泳所。二間波止の右は大的場海岸で明治４１年から
は女子游泳所がこの大的場前海岸に移された。大的場游泳場（海
水浴場）として正式に開放されたのは大正５年であった。 

          



六 

第
十
二
代
師
範 

三
木
嘉
人
歌
碑 

 
 

 
 

 

（
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
日
建
立
） 

 
 

三
木
嘉
人
師
は
明
治
三
十
年
生
ま
れ
で
本
名
は

嘉
光
と
い
い
、
広
島
高
等
師
範
卒
業
後
、
高
松
師

範
学
校
教
諭
を
振
り
出
し
に
丸
亀
高
校
を
初
め
と

す
る
県
内
高
校
の
校
長
を
歴
任
し
、
県
社
会
教
育

課
長
や
高
松
市
教
育
長
を
四
期
務
め
た
高
潔
な
教

育
者
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
水
任
流
の
名
手
で
あ

り
日
本
水
泳
連
盟
範
士
・
水
任
流
第
十
二
代
師
範
と
し
て
水
任
流
後
継
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
俳
人
・
号
「
三
木
杜
雨
」
と
し
て
、
泳
ぎ
に
ま
つ
わ
る
句
を
多
数
残
し
て
い
る
。
師
は
、

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
に
八
十
二
歳
で
逝
去
さ
れ
た
が
、
そ
の
功
績
を
偲
び
水
任
流
保
存
会
が
発

祥
之
地
碑
の
横
に
師
の
句
「
潮
筋
に
か
か
り
遠
泳
太
鼓
打
つ
」
を
刻
ん
だ
句
碑
を
建
立
し
た
。 

※
三
木
師
範
の
游
ぎ
の
句
の
一
部
を
次
に
紹
介
す
る
。 

○
初
泳
ぎ
手
さ
ば
き
秘
伝
棒
抜
手 

 

○
伝
え
き
し
藩
の
泳
ぎ
の
水
任
流 

 

○
夏
の
海
逆
頭
（
さ
か

つ
）
く
ら
す
し
ぶ
き
あ
ぐ 

 

○
高
松
の
お
城
波
間
に
遠
泳
ぎ 

 

○
女
木
よ
り
の
遠
泳
か
る
く
泳
ぎ

き
り 

 

○
煎
り
豆
を
腰
に
大
の
字
出
来
し
頃 

○
遠
泳
の
老
い
の
総
指
揮
赤
褌 

    

七 

水
任
流
発
祥
之
地
碑 

 
 

 
 

 

（
昭
和
五
十
六
年
一
月
三
日
建
立
） 

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
五
月
二
十
八
日
に
高
松
に
入
封
し
た
高
松
藩
祖
松
平
賴
重
（
諡
：

英
公
）
は
、
「
讃
岐
は
海
辺
の
国
な
れ
ば
、
水
練
は
武
道
の
一
班
（

注

：
一

部
門

）

た
る
べ
し
」
と

し
て
、
自
ら
も
城
の
堀
や
御
坊
川
で
游
泳
す
る
と
と
も
に
、
翌
寛
永
二
十
年
か
ら
、
常
陸
国
（
水

戸
若
し
く
は
下
館
）
か
ら
随
伴
し
た
藩
士
今
泉
八
郎
左
衛
門
盛
行
を
指
南
役
と
し
て
、
浜
ノ
丁
の

御
船
蔵
傍
ら
（
後
に
こ
の
海
岸
は
二
つ
の
波
止
に
囲
ま
れ
堀
溜
（
ほ
り
だ
め
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
）

で
藩
士
に
水
練
を
さ
せ
た
と
記
録
に
あ
る
。
こ
の
時
、
今
泉
八
郎
左
衛
門
盛
行
は
『
游
泳
目
録
十

二
ヶ
条
』
を
作
成
し
、
賴
重
公
に
奉
呈
し
た
。
そ
の
中
に
は
「
棒
抜
手
游
ノ
事
」
、「
肱
抜
手
游
ノ

事
」 

な
ど
の
泳
法
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

高
松
藩
で
は
水
練
が
重
要
視
さ
れ
、
居
合
・
太
刀
・
槍
な
ど
の
武
芸
と
な
ら
ん
で
当
時
は
「
御

当
所
流
（

注

：

讃

岐

の

泳

法

）
」
と
呼
ば
れ
毎
年
夏
、
土
用
の
十
日
ほ
ど
前
か
ら
三
十
日
間
、
お
船

蔵
西
隣
に
設
け
ら
れ
た
水
練
所
に
お
い
て
藩
士
対
象
に
水
練
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
際
、
藩
主

の
前
で
披
露
さ
れ
る
御
前
泳
ぎ
も
行
わ
れ
て
水
練
の
技
が
磨
か
れ
た
と
伝
わ
る
。
第
五
代
藩
主
頼

恭
公
の
時
代
に
は
游
泳
期
間
中
、
大
護
寺
（
現
在
の
英
明
高
校
の
地
に
あ
っ
た
）
で
藩
士
の
身
命

加
護
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。 



 

明
治
時
代
に
な
り
、
流
祖
・
今
泉
家
の
流
れ
を
汲
む
星
野
平
次
郎
が
、
古
典
の
「
善
游
者
任
水

（

ヨ

ク

オ

ヨ

グ

モ

ノ

ハ

ミ

ズ

ニ

マ

カ

ス

）
」
と
い
う
言
葉
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

御
当
所
流
を
、
水
戸
の
泳
ぎ
（
水
府
流
の
源
流
）
か
ら
伝
わ
っ
た
泳
ぎ
と
い
う
こ
と
で
「
水
府
流

水
任
游
泳
術
」
と
名
付
け
、
堀
溜
に
水
府
流
水
任
游
泳
術
研
究
所
を
つ
く
り
後
進
の
指
導
に
あ
た

る
と
と
も
に
、
香
川
県
教
育
会
高
松
市
部
会
の
游
泳
部
の
師
範
と
な
り
、
明
治
三
十
七
年
よ
り
市

内
の
小
学
校
・
旧
制
中
学
校
・
旧
制
女
学
校
・
師
範
学
校
の
全
児
童
生
徒
を
指
導
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
当
時
の
高
松
の
人
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
泳
法
を
身
に
付
け
て
、
神
在
の
浜
（
高
松
市
西
部
）
、

長
崎
の
鼻
（
屋
島
）
、
女
木
島
な
ど
か
ら
浜
ノ
町
海
岸
ま
で
の
遠
泳
を
行
っ
て
い
た
。 

 

水
任
流
泳
法
の
特
徴
は
、
熨
斗
（
ノ
シ
）

泳
ぎ
の
足
使
い
で
あ
る
煽
足
（
ア
オ
リ
ア
シ
：
両
足
で
縦

に

水

を

挟

む

、

対

し

て

カ

エ

ル

ア

シ

は

水

平

方

向

に

水

を

挟

む

）

が
他
流
と
異
な
り
、
下
の
足
を
前
方
へ

出
し
上
の
足
を
後
へ
引
い
て
か
ら
ア
オ
ル
点
に
あ
り
、
昭
和
初
期
に
明
治
神
宮
奉
納
演
武
大
会
で

星
野
亀
太
、
高
橋
数
良
ら
が
、
初
め
て
「
水
任
流
」
と
い
う
流
派
名
で
、
全
国
に
正
式
発
表
し
た
。 

 

そ
の
後
、
絹
漉
清
（
一
〇
代
師
範
）
、
三
木
嘉
人
（
一
二
代
）
、
川
崎
重
男
（
一
三
代
）
、
井
筒

（
一
四
代
）
、
福
家
恵
美
子
（
一
五
代
）
ら
歴
代
師
範
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
ス

ピ
ー
ド
を
競
う
競
泳
が
主
流
と
な
っ
て
伝
統
泳
法
の
游
泳
人
口
が
減
少
し
て
き
た
た
め
、
三
百
数

十
年
の
郷
土
の
伝
統
泳
法
を
絶
や
す
ま
い
と
し
て
、
有
志
に
よ
り
昭
和
五
十
三
年
四
月
に
水
任
流 

    

保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
以
来
大
的
場
海
岸
や
玉
藻
公
園
で
初
泳
ぎ
・
游
泳
祭
を
開
催
公
開
す
る
と

と
も
に
通
年
週
二
回
の
泳
法
練
習
を
行
っ
て
泳
法
の
普
及
伝
承
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
水
泳

連
盟
公
認
の
日
本
泳
法
十
三
流
派
の
中
の
一
流
派
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
十
一

月
二
十
七
日
に
は
、
高
松
市
の
無
形
文
化
財
指
定
を

受
け
た
。 

 
 

当
発
祥
之
地
碑
は
、
こ
れ
ら
を
記
念
し
て
昭
和
五

十
六
年
に
高
松
葵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
寄
贈
に
よ

り
大
的
場
海
岸
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、

浜
ノ
町
一
帯
は
、
廃
城
に
よ
っ
て
不
要
と
な
っ
た
お

船
蔵
の
埋
立
て
に
始
ま
り
、
鉄
道
の
敷
設
や
駅
の
開

設
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
の
大
規
模
な
埋
立

て
に
よ
っ
て
様
相
が
一
変
し
て
お
り
、
お
お
も
と
の

発
祥
地
は
別
添
地
図
の
場
所
で
あ
る
。 

 
 

※
右
は
三
木
師
範
歌
碑
、
左
は
上
里
文
麿
・
小
西 

道
弘
顕
彰
碑 



 
■ 
藩
祖
賴
重
時
代
の
游
泳
稽
古
場
（
発
祥
地
）
は
○
印
の
場
所
と
推
定
で
き
る 

 
 

「
水
府
流
水
任
術
游
泳
録
（
大
正
二
年
星
野
平
次
郎
著
、
昭
和
十
年
三
上
節
造
写
）
」
か
ら
、 

「
旧
高
松
藩
ニ
於
テ
游
泳
成
立
ノ
事
」
の
游
泳
所
の
記
述
箇
所
抜
粋 

「
游
泳
所
ハ
大
濱
ノ
丁
海
岸
字
堀
溜 

當
時
ノ
御
船
蔵
ノ
傍
ラ 

即
今
ノ
游
泳
場
男
子
部
ノ 

東
波
止
ヨ
リ
十
三
四
間
西
堤
防
添
砂
処
ニ
毎
年
夏
土
用
十
日
前
ヨ
リ
開
始
ス
」 

                               

【図１】 

香川県指定有形文化財  高松城下図屏風（部分）香川県立ミュージアム蔵 



  
 

【参考】 

香川県指定有形文化財  高松城下図屏風（全体）香川県立ミュージアム蔵 

 

※○印の場所が藩主賴重時代の游泳稽古場所（発祥地）と推定できるところ  



 
■ 
前
頁
の
游
泳
稽
古
場
（
発
祥
地
）
を
現
代
の
地
図
に
落
と
す
と
白
○
印
の
場
所
に
な
る 

 

★
印
は
、
現
在
「
発
祥
之
地
碑
」
が
建
っ
て
い
る
場
所
、 

 

◆
は
元
の
日
和
山
神
社
の
位
置 

                                  

原図は、国土地理院「電子国土 Web」に一部加筆して作成したもの   ※太線は幕末の海岸線、お船蔵、堀

など 【図２】 

★  

◆  

大的場 



                                  

ｔ 

 

【参考 】 大正１０年地図  （高松市歴史資料館蔵 ）                           【参考 】明治２８年地図 （高松市歴史資料館蔵） 

【図３】 
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